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毎年春先になると「羽アリ」が、灯火や窓際にたくさん飛んでくるため、不快害虫 

として相談が寄せられます。「羽アリ」は羽のはえた雌アリと雄アリです。「アリ」は、 

社会生活をする昆虫で、世界では約8,800種、日本では約270種が知られています。 

ここでは、「クロオオアリ」を一例として、その興味深い営みを紹介します。 

 

〈結婚飛行からすべてがはじまる！〉   

クロオオアリ（ヤマアリ亜科）の一生は結婚飛行からはじまります。毎年5 

から6月頃の雨上がりで蒸し暑く、風の弱い午後になると、翅の生えた雄アリ 

と雌アリ（女王アリ）が、巣からつぎつぎと出てきて、空中に飛び出します。 

これは、「結婚飛行」と呼ばれ、近親結婚を避けるために、2,3県合わせた 

ほどの地域で一斉に行われ、飛び出したアリは、空中で交尾をします。 

この結婚飛行の時期は、アリの種によって決まっています。早い種は3月 

下旬からはじまり、遅い種では11月頃まで続きます。 

 また、ひとつの巣を連続して観察したところ、クロオオアリでは1シーズンに 

1つの巣から飛び出す雄アリは数百匹、雌は数十匹と推定されました。 

 

〈結婚飛行後の雄アリと雌アリの運命は・・・〉  

 結婚飛行が終わると、女王アリは地上に降りて自ら翅を落とします（地中 

では、邪魔なため）。そして、1匹で地面に巣穴を掘ります。 

一方、雄アリは、結婚飛行が終わると力尽きて死んでしまいます。女王 

アリは雄アリから受け取った精子を受精嚢という袋に蓄えておくことができ 

るため、雄アリは必要なくなるのです。 

  

〈女王アリの寿命は10～20年〉     

 交尾を終えた女王アリは、その後巣の中で、10個ほどの卵を産み、子育て 

をします。そうして最初の働きアリが誕生します。働きアリは餌集めや幼虫の 

世話をし、女王アリを助け、一方、女王アリは、その後も10～20年間、卵を産 

みつづけます。 巣が成熟すると、働きアリの数は、1,000匹ほどにもなります。 

働きアリはすべて雌アリですが、幼虫のときに十分な栄養が与えられない 

ため体が小さく、また女王アリのフェロモンで卵巣の発達が抑えられ、卵は産 

めません。働きアリの寿命は1.5～2年で、女王アリに比べ短命です。 

雄アリは繁殖期を除いて、巣の中には見られません。 

 

 

 翅の生えたアリをみると、「シロアリ！」と考えてしまいますが、「シロアリ」と 

「羽アリ」は全く違う種類です。                       

 「シロアリ（シロアリ目）」は、木造建築物の大害虫で、ヤマトシロアリ、イエ 

シロアリなどがいます。シロアリも社会性昆虫ですが、生殖能力をもった有 

翅虫の雌と雄が、群飛後、巣を作り、巣中で交尾し、産卵することによって、 

コロニーを維持します。結婚飛行により空中で交尾し、女王アリが単独で巣 

を作る「アリ」とは、生態が異なります。ヤマトシロアリの場合、群飛は4～5月に行われるため、結婚飛

行の羽アリとの鑑別が重要となります。 
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